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主な結果 

（経過観察法について） 
根治手術がなされた場合の乳房外 Paget 病（表皮内癌、微小浸潤例）

の 5 年生存率は、どの報告でも 90％以上。 
浸潤癌では全身検索が不可欠。 

結論 

表皮内癌、微小浸潤例では、原発部、局所リンパ節部を中心に 1 年目

は１～3 ヵ月毎、２、３年目は 3～4 ヵ月毎、４年目以降は 6 ヵ月毎

程度でよい。浸潤癌では一般検査は 3 ヵ月毎、胸部 X 線は 3～6 ヵ月

毎、腹部エコーは 6 ヵ月毎～１年毎程度に行う。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ Ⅵ ） 
エキスパートオピニオンである。 

 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


